
ＴＫＣコラム･･･【ゼウスの戯言】（2025 年 05 月 12 日） 

タイトル～SANKYO のチャレンジ！？～キーポイントは【チャージ当りの見せ方】。 

昨年「３０２４年３月のリリース」から始まった【ラッキートリガー（LT）】（※総量規制「６，４００個⇒９，６００個」への緩和）

と言う仕様変化ですが、【LT１．０】から始まり。【ＬＴ２．０】へ。そして今年２０２５年７月から【ＬＴ３．０】へ進化している

事はご存じの通り。 

そんなスペック進化の過程において多種多様なパチンコ機が開発され「２０２４年＝４０機種」がリリースされ、２０２５

年に入り、「１月～７月＝６４機種」となっています（汗 

 

 

２０２５年７月に入り、いよいよＰ機＜ｅ機の様相を呈してきましたが、今後８月以後も、『スマパチのリリース機種数が

増えて行く』事は、十分に「想定範囲の流れ」となるでしょう。 

さてこの様な今後の状況下において、「ＬＴ３．０仕様」も含めてスマパチの機種選択の範囲が広がる事になりますが、

その機種選択の観点として、【チャージ当りの見せ方】と言う視点を検証してみたいと思います。 

 

■一例･･･２０２５年の＜ＳＡＮＫＹＯ＝スマパチ３機種＞の失策！？ 

以下、２０２５年のＳＡＮＫＹＯ（系）リリース＜スマパチ３機種＞をまとめてみました。 

 

上記表は、同じＳＡＮＫＹＯ系の４機種の比較になります。 

単純なスペック比較ですと、≪ｅダンまち２≫と≪ｅ東京喰種≫は、ほぼ同じに見えますし、出玉性能においても「ＬＴ

２.０」仕様として、「平均ＴＹは、ほぼ同様数値」となります。 

なのに･･･『この稼働貢献度の違いは、いったい何がその要因となったのであろうか？』 

今後の機種選びの参考とする為にも、そのあたりを掘り下げてみたいと思います。 

【ラッキートリガー】仕様機種リリース数
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

Ｐ機 *** *** 7 4 2 5 4 2 2 3 8 40
ｅ機 *** *** 0 1 0 0 2 2 0 1 3 10
小計 *** *** 7 5 2 5 6 4 2 4 11 50

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

Ｐ機 6 7 6 5 9 4 2 39
ｅ機 3 3 2 4 1 4 8 25
小計 9 10 8 9 10 8 10 0 0 0 0 0 64

※「２０２４年３月」から【ＬＴ １.０】始まる。
※「２０２４年８月」から、【ＬＴ２.０】（ｅ機のみの仕様）がスタートされる。。
※「２０２５年７月」から、【ＬＴ３.０プラス】（ｅ機のみの仕様）がスタート。
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２０２５年のＳＡＮＫＹＯ（系）リリース＜スマパチ３機種＞

稼働貢献週

図柄揃い ﾁｬｰｼﾞ確率 合算確率 高確率 ﾁｬｰｼﾞ出玉 （※TKC調べ）

ｅ Ｆ戦姫絶唱シンフォギア４Ｆ ＳＡＮＫＹＯ 2025年1月5日 1/399.7 1/266.3 1/159.8 1/10.9 192個 時短=15回 ７～１１週終了

ｅ Ｆダンまち２G ジェイビー 2025年3月2日 1/399 .9 1/266 .2 1/159 .8 1/99 .9 192個 時短=130回 ５～８週終了

ｅ ＦうたわれるものＺ ジェイビー 2025年4月6日 1/399.7 1/266.2 1/159.8 1/13.4 192個 時短=15+4回 ２～５週終了

～＜比較対象＞～

ｅ 東京喰種　Ｗ ジェイビー 2025年4月20日 1/399 .9 1/399 .9 1/199 .9 1/95 .3 300個 時短=130回 稼働貢献中

機種名 リリース日 時短仕様
スペック

メーカー



■＜ＳＡＮＫＹＯ＝３機種＞のキーポイントは、【チャージ当りの見せ方】にある。 

まずは上記表の「上・３機種」をご覧頂きたい。そしてこの３機種の特徴が【２つ】あります。 

●【一つ】は、チャージ当りの出玉が「１９２個（※１２個賞球×８Ｃ×２Ｒ）」と少ない事。 

●【２つ】目は、「チャージ当りに通常の大当りアタッカー（※概ね「右アタッカー」）を使わず、別途「センターに配置し

ている」事。 

この【２つの施策】は、他メーカーの機種では類を見ない施策で、敢えて「チャージ当りと大当りを区別させる」。更に

は、「チャージ当り時に右打ちをさせない事で、遊技にストレスを与えない」等の意味があり、このチャレンジには敬意

を表するモノです。 

     

 

しかし、『この形が良策なのか？』については、疑問が残るのもまた事実です。 

と言うのも、ホールのデータランプ（表示）では、チャージ当りも１回の大当りと信号を上げているのに、『実際は大当り

では無い、ただのカス当り』と捉えられる事を強調する羽目になってしまう。 

そして、ホールでの機種説明告知は「大当り確率＝１／３９９（図柄揃い）」の表記が、更にプレイヤーの「騙された感」

を強調する事にもなる訳です。 

※ちなみに私は、「本来はチャージ当りを含む【合算確率】を表示・告知すべき」論者の私です（汗） 

 

■そこで、【２Ｒ当り（等）をチャージ当りに見せない】演出の代表的な機種＜３選＞ 

 

上記表の機種で重要なのが、「チャージ当りと言うモノの存在・表記が無い」機種で、「通常当り＝２Ｒ（または５Ｒ）」を

一つの大当りとしての扱いになっています。 

●特に上記＜３選＞の機種の【大当り確率】と、先の＜ＳＡＮＫＹＯ系＞機種の【合算確率】を比較して見て欲しい。 

「似たような数値になっている」事が、お分かり頂けると思います。 

つまり、ユーザー体感として「当り」となった少出玉（２Ｒ等）に対して、『「残念なチャージ当り」と見せるのか？』、それ

とも『チャンスがあるかもしれない「大当りの一つ」として見せるのか？』の違いになります。 

無論「当り４回に１回は（一応）ＲＵＳＨに入る」と言う分かりやすさ（＝体感のしやすさ）はあるものの、現在主流となっ

ている「図柄当り＆チャージ当りの合算確率＝1/200 前後【ＬＴ２.０】」、または今後主流になって行く「図柄当り＆チ

ャージ当りの合算確率＝1/349【ＬＴ３.０】」とは一線を画したスペックとなります。 

【チャージ当りに該当するのに、チャージ当りに見えない】機種＜３選＞＋１

稼働貢献週

実RUSH ﾊｽﾞﾚ2R率 大当り 高確率 通常当り （※TKC調べ）

Ｐにゃんこ大戦争～多様性のネコ～Ｍ４ オッケー． 2024年11月17日 1/616.7 74.8% 1/155.4 1/26.4 2R=300個 時短=10,000回 ２４週貢献中

ｅ／押忍番長漢の頂／Ｌ０９ 大都技研 2025年1月5日 1/718.0 75.0% 1/179.5 1/99.5 5R-750個 時短=157回 １７週貢献中

ｅ冒険島　ＥＨＬＣ２ 三洋物産 2025年7月6日 1/599.2 74.1% 1/155.2 1/59.9 5R-300個 時短=55・87回 ***

～＜参考抜粋＞～

ｅ／冴えない彼女の育て方／ＬＸ０４ 大都技研 2025年6月1日 1/352.2 49.0% 1/179.6 1/35.1 2R=300個 時短=55・86回 ***

機種名 メーカー リリース日
スペック

時短仕様

●チャージ当り（２Ｒ）専用のアタッカーを、盤面中央

ヘソの直下に設置する事で、あえて「大当り」と「チャ

ージ当り」の区別をプレイヤーに意識させている。 

※一部「下アタッカーチャージ当りからのＬＴ突入」

（の演出）もあるが、１％以下で影響は薄い。 



●【遊技機の評価】と言うモノは、最終的には【結果論として「ユーザーの決定」に則したモノ】になる訳です。 

･･だからと言ってもホール側としては、導入前、強いて言えば「スペック公開」や「見本機の試打」時点での判断をす

る事になります。その点においては、今後も多種多様なスペック・演出が成された開発機種がリリースされ続けます。 

そんな状況下おいて、機種選択（導入の是否・台数のチョイス等）において難を極める事にもなるでしょう。 

その「選択基準の一つ」として、【チャージ当りなのにチャージに見せない（見えない）】と言う、他機種と一線を画した

機種もまた一つのカテゴリーとして俯瞰する事も重要になるかもしれません。 

 

■現状の＜２機種＞の安定稼働と、次の＜２機種＞への期待感 

機種評価には「様々な観点がある事は承知の上」として、＜１１月＝Ｐにゃんこ＞＆＜１月＝ｅ番長＞の機種評価に

おいて、【ホール側の事前評価】と【実際の稼働状況（＝ユーザー評価）】は違った人も多いのではないでしょうか？ 

この＜２機種＞は、実際のＲＵＳＨ大当り確率は 1/600～1/700 と相応に辛いスペックであり、実営業における【玉単

価】も【２．２円～２．３円】と、現状の高稼働ハイスペック（1/399）機種と同等の玉単価となっています。 

にもかかわらずユーザーからの高評価（稼働貢献中）の根拠には、前述している通りの「甘い確率」として「小出玉を

大当りの一部」として見せている点になると思われます。そして、これに該当する分類機種は、『この＜２機種＞しか

見当たらない』と言う現状もあります。 

 

その上で以下＜２機種＞の【初回当りの小出玉（本来ならチャージ当りに該当する）】を表現するならば･･･ 

・＜６月＝ｅ冴えかの＞⇒そもそも、ＲＵＳＨ中も「２Ｒ＝５０％」を有している高継続機種になる。 

・＜７月＝ｅ冒険島＞⇒初回大当りをの「９９．９％を５Ｒ大当り」として、そこからの展開と見せている。 

と言う点において、「本来ならチャージ当りに該当する初回の小出玉当り」を、１回の大当りと見せる事に因って、ユ

ーザーから否定的な「残念小当りチャージ」を排除している事から、俯瞰して検証するならば、『スペック的に高い評

価に値する』と見る事も出来ます。 

（※無論、「コンテンツ」「演出」「出玉性能」等々、「他の観点において」と言う側面もあり、事前の機種評価として一概

に『絶賛オススメ！』とは断言できるものではないですけど･･･） 

 

されとて、導入を決定されたホール様におかれましては、それぞれの機種の活用を検討し、再度運用を精査し、新

機種のパフォーマンスを最大限に引き出して頂きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜このコラムは、無料コンテンツ に該当しております。情報共有可としますが、転載・改ざん等はお控えください＞ 

＜また、文章・資料等の所有権は、「有限会社トータル・ノウ・コネクションズ」に帰属いたします＞ 
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